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一
般
質
問

総合検診のようす（原町保健センター）

荒木千恵子 議員

子
ど
も
の
甲
状
腺

子
ど
も
の
甲
状
腺

検
査
の
充
実
を

検
査
の
充
実
を

議員のつぶやき
未

問　

放
射
線
管
理
区
域
よ

り
高
線
量
地
域
で
私
達
は

暮
ら
し
て
い
る
。
今
後
長

期
間
の
健
康
管
理
が
必
要

と
な
る
。
生
涯
安
心
し
て

検
診
・
医
療
が
受
け
ら
れ

る
体
制
の
確
立
と
原
発
事

故
に
遭
遇
し
た
住
民
で
あ

る
証
明
書
と
し
て
「
手

帳
」
を
交
付
す
る
考
え

は
。

答　

医
療
費
無
料
化
に
は

法
的
裏
付
け
が
必
要
な
の

問　

甲
状
腺
検
査
で
何
ら

か
の
し
こ
り
や
、
の
う
胞

が
認
め
ら
れ
て
も
、
５
㎜

以
下
の
Ａ
２
判
定
は
、
二

次
検
査
の
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
。
Ｂ
判
定
と
0.1
㎜

の
差
で
、
再
検
ま
で
２
年

半
の
待
機
と
な
っ
て
い
る

為
、
保
護
者
か
ら
不
安
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

再
検
ま
で
の
期
間
短
縮
と

二
次
検
査
対
象
に
す
る
な

ど
、
国
・
県
へ
要
請
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答　

少
し
疑
い
が
あ
る
も

の
は
、
５
㎜
以
下
で
も
Ｂ

判
定
と
し
て
い
る
。

問　

エ
コ
ー
検
査
の
結
果

を
本
人
に
渡
す
よ
う
に
し

て
、
全
国
ど
こ
で
も
再
検

査
を
無
料
で
受
診
で
き
る

体
制
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

県
民
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
。
専
門
医
に

よ
る
相
談
体
制
を
整
備
中

で
、
市
と
し
て
も
そ
の
活

用
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

で
、
交
付
は
難
し
い
。
県

は
今
後
も
健
康
診
査
の
無

料
実
施
を
考
え
て
い
る
。

問　

広
島
の
被
爆
者
は
、

因
果
関
係
を
理
由
に
未
認

定
で
今
も
苦
し
ん
で
い
る
。

低
線
量
被
曝
国
民
の
健
康

管
理
を
生
涯
保
障
す
る
体

制
の
確
立
を
、
国
に
求
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

要
請
し
て
い
る
が
、

具
体
策
が
示
さ
れ
な
い
。

質問を終えて
　先祖の被曝と子孫の因
果関係の証明は、後世に
なる程難しい。手帳交付
は今が重要。

小川 尚一 議員

市
長
再
選
の

市
長
再
選
の意

思
を
確
認

意
思
を
確
認

議員のつぶやき
未

答　

あ
の
震
災
の
中
で
市

役
所
を
こ
こ
に
留
め
る
と

い
う
判
断
は
、職
員
に
と
っ

て
も
あ
る
意
味
で
死
を
覚

悟
す
る
選
択
で
も
あ
っ
た

と
思
う
。
結
果
と
し
て
今

４
万
６
千
人
強
の
市
民
と

他
自
治
体
の
方
を
合
わ
せ

５
万
１
千
人
が
生
活
す
る

ま
で
に
な
っ
た
が
、
ま
だ

ま
だ
市
民
が
安
全
に
暮
ら

せ
る
状
況
で
は
な
い
。

問　

本
市
の
今
後
の
課
題

に
ど
う
取
り
組
む
か
。

答　

市
民
の
安
全
の
た
め

に
は
、
除
染
は
最
大
の
課

題
。
生
活
す
る
人
の
医
療

の
確
保
、
福
祉
、
介
護
、

教
育
は
、
最
重
要
問
題
で

あ
る
。
ま
た
、
交
通
イ
ン

フ
ラ
の
建

て
直
し
に

国
と
取
り

組
み
、食
・

住
を
重
要

と
捉
え
、

住
で
は
災

害
公
営
住

宅
と
防
災

集
団
移
転
の
促
進
、
食
で

は
農
業
の
再
生
と
雇
用
の

確
保
を
図
り
、
南
相
馬
市

の
復
興
の
姿
を
世
界
に
発

信
す
る
。

問　

再
選
へ
の
出
馬
の
考

え
は
あ
る
か
伺
う
。

答　

責
任
あ
る
者
と
し

て
、
市
民
と
共
に
南
相
馬

市
の
再
興
に
全
力
で
取
り

組
む
た
め
、再
選
に
臨
む
。

問　

市
長
就
任
か
ら
３
年

８
ヶ
月
に
な
る
。「
市
民

が
希
望
を
も
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
南

相
馬
市
」
を
掲
げ
、
市
役

所
を
株
式
会
社
南
相
馬
市

役
所
に
変
え
る
行
財
政
改

革
を
目
標
に
当
選
さ
れ

た
。
し
か
し
、
大
震
災
と

原
子
力
事
故
に
苛
ま
れ
、

地
域
全
体
の
再
生
が
優
先

さ
れ
、
最
後
の
砦
と
な
っ

た
市
役
所
に
職
員
と
寝
泊

り
し
、
毎
日
が
問
題
解
決

の
決
断
と
指
示
の
連
続
と

な
っ
た
。
そ
の
強
い
信
念

と
気
概
で
今
日
の
南
相
馬

市
が
あ
る
が
、
行
政
経
営

の
成
果
と
反
省
に
つ
い
て

伺
う
。

質問を終えて
　市長は、３年半で名刺
約２万枚を交換。この
ネットワークを、市の復
興に活かすべき。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

脱
原
発
都
市
の
宣
言
と

看
板
設
置
を
。

❷ 

独
居
高
齢
者
、
高
齢
者

の
み
世
帯
の
見
守
り
。

❸ 

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
を
仮

置
き
場
と
す
る
決
断
を
。

健
康
手
帳
の
交
付
を

そ
の
他
の
質
問

❶ 

給
食
食
材
を
１　

未
満

に
。

❷ 

小
中
学
校
へ
の
短
期
休

養
制
度
導
入
は
。

❸ 

原
発
被
災
者
の
公
営
住

宅
の
建
設
は
。

脱原発宣言都市の看板を

／
ベ
ク

レ
ル
㎏
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株式会社？南相馬市役所

一
般
質
問

平田 　武 議員

市
長
公
約
の

市
長
公
約
の実

態
を
問
う

実
態
を
問
う

議員のつぶやき
未

答　

看
護
師
、
介
護
ス

タ
ッ
フ
不
足
も
あ
り
設
置

に
い
た
っ
て
い
な
い
。

問　

原
子
力
防
災
計
画
の

策
定
時
期
は
。

答　

遅
れ
て
い
る
事
を
お

詫
び
し
、
年
内
に
お
示
し

で
き
る
様
に
進
め
る
。

問　

震
災
対
応
に
当
た
り

相
馬
地
方
市
町
村
と
の
連

携
は
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

で
対
応
し
て
き
た
。
新
地

町
と
相
馬
市
で
は
、
仮
設

焼
却
施
設
が
設
置
さ
れ
、

問　

市
役
所
を
株
式
会
社

的
手
法
で
運
営
さ
れ
、
ど

う
変
化
し
た
の
か
。

答　

市
民
が
主
役
、
市
民

を
顧
客
と
し
て
扱
う
こ

と
。
こ
う
し
た
市
民
中
心

の
市
政
運
営
の
あ
り
方

が
、
公
共
の
福
祉
に
も
叶

う
と
考
え
る
。
職
員
の
奉

仕
者
と
し
て
の
自
覚
が
、

財
政
健
全
化
に
繋
が
る
。

問　

外
部
監
査
制
度
の
導

入
や
市
債
100
億
円
削
減
と

経
常
収
支
比
率
85
％
、
市

民
一
人
当
た
り
の
借
金

35
万
円
は
。

答　

東
日
本
大
震
災
及
び

東
電
の
事
故
に
伴
い
計
画

通
り
い
か
な
か
っ
た
。
外

部
監
査
導
入
に
つ
い
て
も

震
災
で
出
来
な
か
っ
た
。

問　

地
元
事
業
者
優
先
の

事
業
発
注
は
。

答　

地
元
で
対
応
で
き
な

い
業
務
を
除
き
、
競
争
性

を
担
保
し
、
地
元
業
者
優

先
で
発
注
し
て
き
た
。

問　

地
域
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
。

ガ
レ
キ
等
が
処
理
さ
れ

た
。
本
市
に
お
い
て
も
仮

設
焼
却
施
設
の
導
入
を
し

て
い
く
。

問　

農
政
の
進
展
に
当
た

り
、
県
浜
地
域
農
業
再
生

研
究
セ
ン
タ
ー
の
本
市
の

関
わ
り
か
た
と
、
農
地
除

染
の
完
了
時
期
は
。

答　

実
証
実
験
し
て
農
業

再
生
に
繋
げ
る
。

質問を終えて
　市長公約の不履行が多
い。震災と東電の事故
あったとしても、基本姿
勢は貫くべし。

中川 庄一 議員

復
興
実
現
の
年

復
興
実
現
の
年

将
来
像
も
見
え
ず

将
来
像
も
見
え
ず

議員のつぶやき
未

が
、
小
学
校
で
の
帰
還
率

が
57
％
で
あ
る
。
児
童
館

に
よ
っ
て
は
定
員
を
オ
ー

バ
ー
し
て
い
る
施
設
も
あ

り
、
帰
還
が
増
し
た
時
の

対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

例
え
ば
上
真
野
小
に

つ
い
て
は
大
規
模
改
修
工

事
の
際
に
、
児
童
ク
ラ
ブ

の
部
屋
を
作
っ
て
い
く
と

か
、
指
導
員
の
増
員
、
余

裕
教
室
の
利
活
用
を
考
え

対
応
す
る
。

問　

防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
が
当
初
予
定
よ
り
１

年
以
上
も
遅
れ
て
い
る
要

因
を
伺
う
。

答　

工
事
着
手
に
至
ら
な

い
地
区
の
主
な
理
由
は
、

用
地
交
渉
、
境
界
確
認
及

び
住
宅
団
地
設
計
に
お
け

る
排
水
計
画
等
に
時
間
を

要
し
て
お
り
、
移
転
希
望

者
と
協
議
を
進
め
て
い

く
。

問　

全
国
植
樹
祭
招
致
に

つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
が
、

小
学
校
等
で
植
樹
祭
の
た

め
に
苗
木
の
育
苗
等
の
考

え
を
伺
う
。

答　

例
示
的
な
も
の
と
感

じ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意

見
も
踏
ま
え
県
と
の
協
議

の
中
で
対
応
し
て
い
く
。

問　

相
馬
野
馬
追
民
俗
文

化
財
伝
承
施
設
（
仮
称
）

設
置
計
画
が
五
郷
騎
馬
会

よ
り
要
望
が
あ
る
。
伝
承

活
動
の
た
め
の
研
修
、
乗

馬
訓
練
の
施
設
、
青
少
年

育
成
の
た
め
の
施
設
等
を

設
置
す
る
考
え
を
伺
う
。

答　

復
興
庁
か
ら
施
設
に

つ
い
て
は
公
的
施
設
整
備

と
の
考
え
方
が
示
さ
れ

た
。
改
め
て
地
元
騎
馬
会

を
交
え
て
打
合
せ
を
行

う
。
騎
馬
会
は
自
主
的
な

設
置
運
営
を
希
望
、
復
興

庁
と
さ
ら
に
協
議
を
進
め

る
考
え
で
あ
る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
対
応
に
つ
い
て
で
あ
る

質問を終えて
　復興の遅れは国・県の
責任か、それは㈱南相馬
市役所社長のリーダー
シップのなさ。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

災
害
公
営
住
宅
の
入
居

者
負
担
軽
減
は
。

❷ 

新
卒
者
が
地
元
企
業
へ
の

就
職
支
援
策
は
。

❸ 

中
小
企
業
へ
の
支
援
対

策
は
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

米
価
格
の
固
定
化
。
河

川
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
。

❷ 

小
中
学
校
の
再
編
及
び

公
共
用
地
の
借
地
解
消
。

❸ 

全
国
学
力
、
学
習
状
況

調
査
の
本
市
の
結
果
は
。

進まぬ防災集団移転候補地（原町区上渋佐）


